
-1-

令和 1年 11 月期 中間決算短信（平成 30 年 11 月 15 日～令和 1年 5月 14 日）

令和 1年 6 月 21 日

ファンド名 国際のＥＴＦ ＶＩＸ短期先物指数 上場取引所 東証

コード番号 1552

連動対象指標 円換算した S&P500 VIX 短期先物指数

主要投資資産 国債証券

売買単位 1 口

管理会社 三菱ＵＦＪ国際投信株式会社 URL https://www.am.mufg.jp/

代表者名 取締役社長 松田 通

問合せ先責任者 商品ディスクロージャー部 宇野 誠朗 TEL (03)6250-4910

半期報告書提出予定日 令和 1年 8 月 13 日

Ⅰ ファンドの運用状況

１．令和 1年 5 月中間期の運用状況（平成 30 年 11 月 15 日～令和 1年 5月 14 日）

(1) 資産内訳 （百万円未満切捨て）

主要投資資産
現金・預金・その他の資産

（負債控除後）
合計（純資産）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

令和 1年 5月中間期 12,998 (54.0) 11,082 (46.0) 24,081 (100.0)

平成 30 年 11 月期 7,886 (68.1) 3,695 (31.9) 11,581 (100.0)

(2) 設定・解約実績

前計算期間末

発行済口数(①)
設定口数(②) 解約口数(③)

当中間計算期間末

発行済口数

(①＋②－③)

千口 千口 千口 千口

令和 1年 5月中間期 885 2,012 763 2,134

(3) 基準価額

総資産

(①)

負債

(②)

純資産

(③(①－②))

1 口当たり基準価額

(③/当中間計算期間末発行済口数)

百万円 百万円 百万円 円

令和 1年 5月中間期 27,414 3,332 24,081 11,280

平成 30 年 11 月期 11,752 170 11,581 13,075

２．会計方針の変更

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無
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Ⅱ 中間財務諸表等

（１）【中間貸借対照表】

（単位：円）

第 8期

［ 平成 30 年 11 月 14 日現在 ］

第 9期中間計算期間末

［ 令和 1年 5月 14 日現在 ］

資産の部

流動資産

預金 1,754,673,774 6,638,957,481

コール・ローン 60,488,483 2,869,646,545

国債証券 7,886,767,759 12,998,941,807

派生商品評価勘定 587,554,398 4,142,805,792

その他未収収益 - 2,488,430

差入委託証拠金 1,463,103,597 761,166,451

流動資産合計 11,752,588,011 27,414,006,506

資産合計 11,752,588,011 27,414,006,506

負債の部

流動負債

派生商品評価勘定 146,452,779 -

未払解約金 - 3,303,360,000

未払受託者報酬 3,327,493 4,029,940

未払委託者報酬 20,630,392 24,985,585

未払利息 107 5,110

その他未払費用 266,132 322,338

流動負債合計 170,676,903 3,332,702,973

負債合計 170,676,903 3,332,702,973

純資産の部

元本等

元本 2,319,381,338,400 5,589,762,938,400

剰余金

中間剰余金又は中間欠損金（△） △2,307,799,427,292 △5,565,681,634,867

（分配準備積立金） △396,519,837 △396,519,837

元本等合計 11,581,911,108 24,081,303,533

純資産合計 11,581,911,108 24,081,303,533

負債純資産合計 11,752,588,011 27,414,006,506
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（２）【中間損益及び剰余金計算書】

（単位：円）

第 8期中間計算期間

自 平成 29 年 11 月 15 日

至 平成 30 年 5月 14 日

第 9期中間計算期間

自 平成 30 年 11 月 15 日

至 令和 1年 5月 14 日

営業収益

受取利息 26,123 149,261,549

有価証券売買等損益 2,262,177,706 7,121,306

派生商品取引等損益 - 646,392,291

為替差損益 △728,951,259 △687,970,097

その他収益 5,486,290 2,488,430

営業収益合計 1,538,738,860 117,293,479

営業費用

支払利息 88,937 133,446

受託者報酬 3,449,655 4,029,940

委託者報酬 21,387,806 24,985,585

その他費用 1,717,170 541,083

営業費用合計 26,643,568 29,690,054

営業利益又は営業損失（△） 1,512,095,292 87,603,425

経常利益又は経常損失（△） 1,512,095,292 87,603,425

中間純利益又は中間純損失（△） 1,512,095,292 87,603,425

一部解約に伴う中間純利益金額の分配額又は一部解

約に伴う中間純損失金額の分配額（△）
- -

期首剰余金又は期首欠損金（△） △3,630,749,370,654 △2,307,799,427,292

剰余金増加額又は欠損金減少額 1,957,944,142,000 1,988,989,672,000

中間一部解約に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額
1,957,944,142,000 1,988,989,672,000

剰余金減少額又は欠損金増加額 404,071,920,000 5,246,959,483,000

中間追加信託に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額
404,071,920,000 5,246,959,483,000

分配金 - -

中間剰余金又は中間欠損金（△） △2,075,365,053,362 △5,565,681,634,867
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（３）【中間注記表】

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１.有価証券の評価基準及び評価方法 公社債は時価で評価しております。時価評価にあたっては、価格情報会社等の提

供する理論価格で評価しております。

２.デリバティブ等の評価基準及び評価

方法

先物取引は金融商品取引所等における清算値段で評価しております。

為替予約取引は原則としてわが国における対顧客先物相場の仲値で評価しており

ます。

３.その他財務諸表作成のための基本と

なる重要な事項

外貨建資産等の会計処理

「投資信託財産の計算に関する規則」第６０条および第６１条にしたがって処理

しております。

（中間貸借対照表に関する注記）

第 8期

[平成 30 年 11 月 14 日現在]

第 9期中間計算期間末

[令和 1年 5月 14 日現在]

１. 期首元本額 3,648,420,955,200 円 2,319,381,338,400 円

期中追加設定元本額 2,669,257,183,200 円 5,268,220,800,000 円

期中一部解約元本額 3,998,296,800,000 円 1,997,839,200,000 円

２. 差入委託証拠金代用有価証券

先物取引に係る差入委託証拠金代用有価証券として以下

の通り差入れを行っております。

国債証券

4,479,839,273 円 9,194,143,542 円

３. 元本の欠損

純資産額が元本総額を下回っており、その差額でありま

す。

2,307,799,427,292 円 5,565,681,634,867 円

４. 受益権の総数 885,801 口 2,134,801 口

（中間損益及び剰余金計算書に関する注記）

第 8期中間計算期間

自 平成 29 年 11月 15 日

至 平成 30 年 5月 14 日

第 9期中間計算期間

自 平成 30 年 11月 15 日

至 令和 1年 5月 14 日

１.その他費用 １.その他費用

上場費用および商標使用料等を含んでおります。 上場費用および商標使用料等を含んでおります。

（金融商品に関する注記）

金融商品の時価等に関する事項

区分
第 8期

［平成 30 年 11 月 14 日現在］

第 9期中間計算期間末

［令和 1年 5月 14 日現在］

１.中間貸借対照表計上額、時価及びそ

の差額

時価で計上しているためその差額はあ

りません。

同左

２.時価の算定方法 （１）有価証券 （１）有価証券

売買目的有価証券は、（重要な会計方針

に係る事項に関する注記）に記載してお

ります。

同左

（２）デリバティブ取引 （２）デリバティブ取引

デリバティブ取引は、（デリバティブ取

引に関する注記）に記載しております。

同左

（３）上記以外の金融商品 （３）上記以外の金融商品

上記以外の金融商品（コールローン

等）は、短期間で決済され、時価は帳簿

価額と近似していることから、当該金融

商品の帳簿価額を時価としております。

同左

３.金融商品の時価等に関する事項につ

いての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づ

く価額のほか、市場価格がない場合には

同左



国際のＥＴＦ ＶＩＸ短期先物指数上場投信（1552）令和 1年 11 月期中間決算短信

-5-

合理的に算定された価額が含まれており

ます。当該価額の算定においては一定の

前提条件等を採用しているため、異なる

前提条件等によった場合、当該価額が異

なることもあります。

（有価証券に関する注記）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引に関する注記）

取引の時価等に関する事項

通貨関連

第 8期［平成 30 年 11 月 14 日現在］

該当事項はありません。

第 9期中間計算期間末［令和 1年 5月 14 日現在］

区分 種類 契約額等（円） 時価（円） 評価損益（円）
うち 1年超

市場取引以外の

取引
為替予約取引

売建

アメリカドル 1,051,598,362 ― 1,049,952,060 1,646,302

合計 1,051,598,362 ― 1,049,952,060 1,646,302

（注）時価の算定方法

１ 対顧客先物相場の仲値が発表されている外貨については、以下のように評価しております。

①為替予約の受渡日（以下「当該日」といいます。）の対顧客先物相場の仲値が発表されている場合は、当該為替予

約は、当該対顧客先物相場の仲値で評価しております。

②当該日の対顧客先物相場の仲値が発表されていない場合は、以下の方法によっております。

（イ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されている場合には、発表されている先物相場のうち当該日に最も近

い前後二つの対顧客先物相場の仲値をもとに計算したレートを用いております。

（ロ）当該日を超える対顧客先物相場が発表されていない場合には、当該日に最も近い発表されている対顧客先物

相場の仲値を用いております。

２ 対顧客先物相場の仲値が発表されていない外貨については、対顧客電信売買相場の仲値で評価しております。

※上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。

その他関連

第 8期［平成 30 年 11 月 14 日現在］

区分 種類 契約額等（円） 時価（円） 評価損益（円）
うち 1年超

市場取引 外国有価証券指数

等先物取引

買建 11,147,456,628 ― 11,588,558,247 441,101,619

合計 11,147,456,628 ― 11,588,558,247 441,101,619

第 9期中間計算期間末［令和 1年 5月 14 日現在］

区分 種類 契約額等（円） 時価（円） 評価損益（円）
うち 1年超
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市場取引 外国有価証券指数

等先物取引

買建 19,400,549,239 ― 23,541,708,729 4,141,159,490

合計 19,400,549,239 ― 23,541,708,729 4,141,159,490

（注）時価の算定方法

１ 先物取引の時価については、以下のように評価しております。

原則として、直近の日の主たる取引所の発表する清算値段または終値で評価しております。このような時価が発表

されていない場合には、最も近い終値や気配値等、原則に準ずる方法で評価しております。

２ 先物取引の残高は、契約額ベースで表示しております。

３ 契約額等には手数料相当額を含んでおりません。

※上記取引で、ヘッジ会計が適用されているものはありません。

（１口当たり情報）

第 8期

［平成 30 年 11 月 14 日現在］

第 9期中間計算期間末

［令和 1年 5月 14 日現在］

1口当たり純資産額 13,075 円 11,280 円


